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　　　経済界の自由化という大きな波が各国の岸を洗い始めた今日．工業資源

　　の乏しい我国において．その防潮の土鄭は技術開発によるほかはない。

　　　倖いに，溶接業界をみるに転学術的にはて965奪．ヘルシンキで開か

　　れた国際溶諺会譲においてト我が国より提出された数多ぐの論文が衆目の

　　の注視ナるところとなウ．、その成果が高ぐ評価された。又一方訟屡技傭に

　　関しては．同年ダブリンで催さ、れた技能オリンピック大会で電気熔接，ガ

　　ス溶屡共に優勝するという栄誉に輝いた。これらの審実は溶縷に関係ずる

　　者として深く喜びにたえないところである。

　　　爾来，近代工業化の遅れを取り戻すことのみ没頭してきた我国の工業界

　　も．過去の幾多の研究，・努刀が結実1．、今や、世界の先進国と肩を蚊べて遜

　　色ないまでに成長発展したのである。

織　　　この新時代にあたり、研究者各位はいたずらに狭臨なる湖上に留ること

　　に満足することなく、世界の工業界をリードするほどの強い自信と・高い

　　見識をもつて、広大なる大海に乗レ出して欲しいものである。

　　　本書に集録された諸研究の成果がささやかであるとしても、将来に診い

　　て必ずや国民の幸福と繁栄の一助となるととを信じ1ここに発刊の喜びと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫
　　する次第である。
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日召矛日　5　8　孟影　て　0　月

日本熔緩協会　熔接棒部会技術委員会

　委負長　 閥口春次郎
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研究の概要
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．試作捧』M9〈耳F　M　C－B）の試験

　，2B・2ρ，

　実用耐摩耗性試験　中間報告

主査　痢垣道夫

5B棒の，アムスラr・型摩耗試験
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